
  

 

「 文 化 的水準のバロメーター  古 代 寺院」  

 

 今 回 は 、加古川 の文化的水準をみるために古代寺  

院 を みていきたいと思います。  

 奈 良 時 代 に 入 る と 各 地 域 の 首 長 層 は 律 令 体 制 の

官 人 と な り 、 律 令 体 制 下 に 組 み 込 ま れ て い く こ と

に な り ま す 。 権 力 の 誇 示 の 方 法 が 古 墳 の 築 造 か ら

寺 院 の 建 立 へ と 移 っ て い き ま す 。 加 古 川 の 東 地 域

では溝之口廃寺（加古川町溝之口）、西条廃寺（神

野 町 西 条）、 石 守 廃 寺 （ 神 野 町石 守 ） が 、 西 地域 で は 中 西 廃 寺 （西 神 吉 町 中

西）があります。現時点で発掘調査が実施されているのは、西条廃寺、石守

廃寺だけで、その結果から二寺院とも法隆寺式伽藍配置をもつ古い形式の寺

院であることがわか ります。  

 溝 之 口 廃寺は、弥生時代前期より当地に勢力をもった権力者が建立したと  

思 わ れ ます。溝之口遺 跡自体平安時代まで続く加古川地区最大の規模の集落

で 、 寺 院 建 立 の 時 期 に お い て も 十 分 な 勢 力 を 維

持 し て い た も の と 思 わ れ ま す 。 石 守 廃 寺 は

1983・ 1984（ 昭 和 58・ 59） 年 に本格的な発掘調

査 が 行 な わ れ た 結 果 、 東 側 に 金 堂 、 西 側 に 塔 を

配 置 す る 法 隆 寺 式 の 伽 藍 配 置 で あ る こ と が 明 ら

か と な り ま し た 。 寺 域 は 中 門 、 金 堂 、 塔 、 講 堂

が存在し、推定で１町（ 100ｍ ）四 方 ぐらいと考

え ら れ ま す 。 出 土 物 も 多 く 、 風 鐸 や 水 煙 片 な ど

も出土してい ます。寺自体は、古墳時代後期から台頭したと思われる石守氏

が建立し、奈良時代後期から平安時代初期にかけて存在したと考えられてい

ます。中西廃寺は、縄文時代晩期から古墳時代にかけて加古川西岸で最大の

村落であっ  

た 砂 部遺跡の北西に位置して います。発掘調査はなされていないので詳細  

は 不 明 ですが、加古川東地域の伽藍配置とは異なる形式をもっていたと思わ

れます。  

 こ れ だけ多くの古代寺院が存在する地域は、多くはありません。そのこと

は、権力者が権力誇示だけでなく当時の最先端の文化を取り入れる素地がこ

の地にあったことを示しています。  

  

ぶらり加 古川第 48 号  

平 成 29 年 ３月  

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A3xThlOov4xPwEoABqaDTwx.;_ylu=X3oDMTFoaW9wNW9pBHBhdHQDcmljaARwb3MDMgRwcm9wA2lzZWFyY2gEc2MDRFIEc2VjA3NjBHNsawNpbWc-/SIG=1aukc4enj/EXP=1334724968/**http:/rd.yahoo.co.jp/search/direct/isearch/%CA%E2%A4%AF+%A5%A4%A5%E9%A5%B9%A5%C8/%CA%E2%A4%AF+%A5%A4%A5%E9%A5%B9%A5%C8/*http:/image.search.yahoo.co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-8&p=%E6%AD%A9%E3%81%8F+%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88
http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A3xThlOov4xPwEoABaaDTwx.;_ylu=X3oDMTFoY2g1bjlxBHBhdHQDcmljaARwb3MDMQRwcm9wA2lzZWFyY2gEc2MDRFIEc2VjA3NjBHNsawNpbWc-/SIG=1aukc4enj/EXP=1334724968/**http:/rd.yahoo.co.jp/search/direct/isearch/%CA%E2%A4%AF+%A5%A4%A5%E9%A5%B9%A5%C8/%CA%E2%A4%AF+%A5%A4%A5%E9%A5%B9%A5%C8/*http:/image.search.yahoo.co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-8&p=%E6%AD%A9%E3%81%8F+%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88

